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※ 申し合わせ事項に留意する。

1

質 問 事 項

№ １

市役所駐車場の施設間共用と汎用性を持つ戦略的活用につい

て

要

旨

駅近という好立地にある市役所の駐車場は、公共サービスの利便性向上だ

けでなく、民間活力を導入することで収益性の確保や周辺のにぎわい創出が

期待できる貴重な資産と言える。近年、建設費や運営コストを抑えつつ有効

活用している事例では、「ＰＦＩ（民間の資金と経営能力・技術力（ノウハ

ウ）を活用」や「ＢＯＯ（事業借地）」を活用した手法を目にする事が多く

なってきた。新たなる成長戦略の一つとして、検討の価値があると考え尋ね

る。

（１） 現状の運営状況（収容台数、回転率、コスト、敷地面積等）と、時

系列的なその変遷について

（２） 駐車場利用の施設間共用と汎用性について

（３） 有料化について

（４） 戦略的活用としての立体駐車場構想について
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※ 申し合わせ事項に留意すること。

2

質 問 事 項

№ ２

本市行政組織におけるガバナンスについて

要

旨

地方自治体では、庁舎管理規則や学校における教職員と生徒の関係ルール

が形骸化すると、内部統制やコンプライアンスが崩れ、ガバナンス欠如が表面

化しやすくなる。庁舎管理規則は、自治体庁舎内の安全衛生、施設利用、ハラ

スメント防止などを定めることで、職員行動と組織リスクをコントロールす

る役割を持つ。学校における教職員と生徒の関係は、学校教育法や関係通知、

生徒指導提要、体罰・ハラスメント防止ハンドブック等で枠付けられている。

しかし、現実として細部にわたり課題は顕在化しており、制度と現場の実態の

距離は縮まらない状態が続いているようだ。

今後更なるガバナンス強化の必要性を感じ尋ねる。

（１） 公益通報制度について

（２） 庁舎管理規則について

（３） 教育委員会や学校におけるガバナンスについて

（４） 各々の対策について


